
新型車両デザインの検討経過

○城端線・氷見線再構築会議に「城端線・氷見線新型車両デザイン検討作業チーム」を

設置（令和６年９月）

（メンバー）

富山県総合デザインセンター所長、富山県交通政策局長、沿線４市副市長、

JR西日本金沢支社副支社長、あいの風とやま鉄道常務取締役

（検討経過）

・第１回作業チーム（令和６年９月）

デザインの提案条件、提案を依頼するデザイン事務所（３事務所）を決定

・デザイン事務所による現地調査（令和６年10月）

歴史、文化、特産品等の説明、車両への乗車、観光施設の視察等

・第２回作業チーム（令和７年１月）

初回プレゼンテーション、デザイン案の協議

・第３回作業チーム（令和７年２月）

最終プレゼンテーション、デザイン案の協議

・第４回作業チーム（令和７年３月）

デザイン案の協議・選考

資料１

プレゼンテーションの様子
（富山県総合デザインセンター）

※選考されなかったデザイン事務所及びデザイン案については、デザイン事務所及びデザイナーの名誉・今後の
※活動への影響・権利利益を保護する目的で公にしないとの条件で提案いただいており、非公表


